






































造したが，彼こそそれを克服した最初の人であった。（Леонтьев， А． А．， 1990， с．137 // 2003， p.283）
　
A・A・レオンチェフがここで挙げている 1929年とは，その年に書かれたヴィゴツキーの手































С． 1928 / 2003），「心理学における道具的方法」（Выготский， Л． С．， 1930 / 1982 // 1987），「子どもの
発達における道具と記号」（Выготский， Л． С．， 1930 / 1984 // 2002），「行動の歴史にかんする試論」
（Выготский， Л． С．， Лурия， А． Р．， 1930 / 1993 // 1987），「高次心理機能の発達史」（Выготский， 







ゴツキーと同時代を共有した A・N・レオンチェフ（Леонтьев， А． Н．， 1982）と D・B・エリ



































（Эльконин， Д． Б．， 1983 / 1989）。第 1は「意識の構造と発達」にかかわる研究，とくに感情と
知能の相互関係にかんする研究であり，それに該当するものとして「思考と言語」第 7章（最終












傾向が控えている。この傾向こそ，思考の分析における最後の「なぜ」に答えることができる。（Выготский， Л． С． 














































を創造したならば，彼はスピノザと並んで自分の名前を哲学史に書き加えたであろう。（Выготский， Л． С．， 1927 






無意識」（Выготский， Л． С．， 1930b / 1982）に認められるであろう。
弁証法的心理学は何よりも心理過程と生理学的過程の統一から出発する。弁証法的心理学にとって，心理は，スピノザ
の表現によれば，自然の彼岸にある何ものか，あるいは国家のなかの国家ではなく，自然そのものの一部なのであり，私













したい。（Выготский， Л． С．， 1930b / 1982， с． 138）
心身過程をこのように，「生理学的過程」のアナロジーで「心理学的過程」と呼ぶことには，
スピノザの次のような規定―「精神と身体は同一物であってそれが時には思惟の属性のもとで，




























The task of new psychology was to comprehend personality in terms that would capture the integral quality of man as a corporeal-












第 1の模索は「人間の具体的心理学」（1929 年）または「心理学的システム」（1930 年）に始ま














































































































































































て 2 つの発達路線のあり方は「アナローグ」であるが「パラレル」ではない，と述べる 
（Выготский， Л． С．， 1931 / 1983， с． 30-31 // 1972， p.44-45）。すなわち，2つの発達路線は系統発生
においては順次的にあらわれるが（ホモ・サピエンスの登場までの生物学的進化から，道具や言語などの人工物
による環境適応としての原始人から文化的人間への歴史的発達へ），個体発生においては，「2つの過程は融合
した形で現れ，……真の統一的過程を形成する」のである（Выготский， Л． С．， 1931 / 1983， с． 
31 // 1972， p.45）。いいかえれば，「人間の生物学的発達において支配するのは活動性の身体的シス
テムであり，歴史的発達において支配するのは活動性の道具的システムであり，したがって，
系統発生において 2つのシステムが離れてあらわれ，それらが個々別々に発達するのに対して，
個体発生においては，……2つのシステムは同時に一緒に発達する」（Выготский， Л． С．， 1931 




緒に発達しながら，本質的には，第 3 の，独特な種類の新しい発達を形成する」のである 
















を背負うことになった子どもの高次形態の行動の発達の性格そのもののなかにある。（Выготский， Л． С．， 1931 / 



































































  Yet one doubts whether a developmental theory of emotions can benefit from the study of Spinoza' s writings, 
for a developmental perspective seems to be entirely lacking in his work （Calhoun and Solomon， 1984） 
and Spinoza' s writings have a reductionist flavor （Harre， 1986， p.3）． One can also question the value 
of Vygotsky' s solution for the general ontological problem of body and mind． Is his hierarchical theory of 
mind， in which the lower psychological processes are “superseded” by higher， really relevant to the 
ontological problem of mind-body dualism?  Is not some form of dualism retained in the distinction between 
lower and higher psychological processes?  These questions remain unanswered.（Van der Veer， Rene ＆ 
Valsiner， Jaan， 1991， p. 359）
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